












































































































ンスタ （ーRens van Munster）は、ベックを、リ
スクが「そこにある（out there）」ものと捉えてい





















































































るようになり、EU司法裁判所（Court of Justice 





































































Union Counter-Terrorism Strategy、CTS）」 で
は、「予 防（prevent）」「防 護（protect）」「追 跡
（pursue）」「対応（respond）」という4つの柱が













































































（Common Integrated Risk Analysis Model、
CIRAM）」というモデルを用いてリスク分析を
行っている（ibid., Art.4）。2014年現在、Frontex
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